
 

 

博物館実習2024 

ロビー展の心得：展示の進行管理 
０．札幌見学レポート回収 

 

１．テキスト 

１）レイアウトする前に教員のチェックを受ける（必須） 

２）引用する場合は正しく引用する→メディア論13回テキスト４ページ 

 

２．図版・音声 

１）独自に作成することが基本、その場合、参考にしたものがあれば明記する 

２）借用する場合は正しくクレジット（著作権者や所有者、提供者）を表記する 

３）無料素材でもクレジットが必要な場合がある。著作権無し素材でも可能ならクレジット表記する 

４）クリエイティブ・コモンズも正しくクレジット表記する→メディア論15回テキスト2‒3ページ 

５）有料データの購入も可能なので個別に宇仁と相談すること 

 

３．グラフィック 

１）目的 資料の文書による解説、資料の拡大写真など資料の視覚的理解の補助 

２）アプリ ワードやイラストレーターなど「印刷を前提にしたアプリ」を使う 

理由：ページサイズや余白が設定可能、フォントサイズが一定。パワーポイントなどプレゼンテーションソフト

は印刷を考慮せず、ページサイズや余白の概念が無い、フォントサイズがデフォルト［初期設定］では可変的 

３）サイズ プリンタ印刷するのでＡ列の判型で予定する→メディア論２回テキスト６ページ 

４）フォント ゴシック体がよい。ユニバーサルデザインからも推奨されている。見出しは太く、本文は細め 

明朝体は避ける方。教科書体や楷書体、筆文字、手描き風も場合によって効果的。フォントデータはあります 

 

４．班タイトルとキャプション 

１）班タイトル（必須） 看板に相当。遠くから見て行きたくなる言葉と色使いで 

２）キャプション 資料の名札に相当。最低限は名称、直接的な説明を追記するとよい 

 

５．印刷と掲示 

１）方法 各自パソコンにドライバをダウンロードして自分たちでおこなう 

２）プリンタ Ａ３プリンタ３台、大判プリンタはＡ０ノビのロール紙 

３）掲示 印刷＋ハレパネ貼付→虫ピン留め、シール印刷＋厚紙貼付→画鋲留め、他の方法も可能 

４）キャプション ハレパネの裏側から画鋲を刺す方法もあり 

 

６．動画 

１）撮影 必要に応じて三脚や固定台を使用する、ストックあり、購入も可能 

２）アプリ CapCut がお勧め https://www.capcut.com/ja-jp/  



 

 

○ロビー展2024直前スケジュール 

展示期間12.7‒17 11日間 900‒1800 休み無し 

浜小清水の会場（小清水ツーリストセンターギャラリー）までの移動運搬は各自 

 

11/28木 添削（研究室）・印刷（実習室）1‒4限、5限：展示タイトル・班タイトル決定、ポスター制作者募集 

11/29金 添削（研究室）・印刷（実習室） 

11/30‒12/2 15時まで 宇仁不在 

12/2月 添削（研究室）・印刷（実習室）1500‒6限 

12/3火 添削（研究室）・印刷（実習室）1‒3限、5‒6限 

12/4水 設営：小清水ツーリストセンター現地集合、作業開始1300、宇仁は６限授業、柳谷先生は滞在 

12/5木 添削と印刷1‒3時限、あれば班で列品作業。宇仁の展示室滞在は1600‒1800 

12/6金 添削と印刷1‒3時限、あれば班で列品作業。宇仁の展示室滞在は1600‒1800 

12/7‒9 宇仁不在 

12/7土 オープン９時 

12/11水 休講 

12/12木 経営論特別授業「水族館経営の実際」標津サーモン科学館市村政樹館長 

12/18水 撤収：小清水ツーリストセンター現地集合、作業開始1300、早ければ1400に終了 

 

２号館３階学術情報課程実習室の使用は可能、展示資料の残置も可。宇仁不在の場合は教務課で鍵を借りて開け

閉めする。鍵は借りて開け閉めの作業が終われば直ぐに返すこと。土日に実習室を使う場合は、警備室に行って

鍵の開け閉めを頼む 

 

グラフィックは事前に必ず教員による添削を受けること。文章、図版、イラスト、写真すべて。 

留意点は、①記述内容の正確さ、②引用の仕方、③出典の記載方法、です。 

 

グラフィックやキャプションの出力は、学生のパソコンでおこないます（図書館など備え付けプリンタでは不

可）。方法は、①実習室でプリンタにUSB接続、②ドライバをネットからインストール、③印刷、です。 

サイズはA3が基本＝用紙に合わせる。長尺紙やクロスはA0＝幅90cm 

 

用紙は、微光沢写真用紙、厚手マット紙、薄手写真用紙など色々あります。布（クロス）や透明フィルムはあり

ません。 

 

グラフィックはハレパネに貼るのが原則です。が、色画用紙などを台紙にすることも可能 

展示台の長机の天板は、①そのまま使う、②黒色植毛紙（ビロード風）を敷く、③カラーボードを置く、④不織

布（黒、灰色、水色）を敷く、⑤その他、です。他の方法で物品が必要なら新規購入します。 


